
  令和 8年３月２８日（土）に、文京キャンパスにおいて、令和７年度定時評議員会が開催され、
「令和８年度学校法人拓殖大学事業計画・予算案」が審議され、原案通り承認されました。 
 令和８年度の事業計画及び予算の概要は、次の通りです。 
 

Ⅰ．事業計画 
 
Ⅰ．令和８年度事業計画策定について 
◆はじめに 
予算編成に当たっては、１８歳以下人口の減少加速や入学定員管理の厳格化等により私立大学を取り

巻く環境がますます厳しい状況にある中で、法人並びにその設置する学校の設置目的及び使命を達成し、
持続可能な安定した財政基盤と時代の要請に応える教学体制を構築するため、費用対効果の妥当性・適切
性、既存事業の見直しなど多岐にわたり検証しました。 
予算編成における取り組みとして、継続事業（経常的支出）については、予算単位毎に令和６年度予算

の執行状況に応じたシーリングを設定し抑制を図るとともに、新規事業についは、中長期計画で策定され
た基本戦略に基づいた事業を最優先に実行することとし、メリハリをつけた予算編成を行いました。具体
的な事業内容は、後述の「令和８年度事業概要」に示すとおりです。なお、中長期計画で策定された基本
戦略に基づいた事業を優先的に実行することとしており、具体的な事業内容は、後述の「令和８年度事業
概要」に示すとおりです。 

 
令和８年度事業方針について（理事長）  ※令和７年１０月３日 
 
１．法人運営の基本方針 
私学を取り巻く環境の厳しさ、特に少子化による影響について、改めて認識させられるところでありま

す。近年における４年制女子大学および短期大学の相次ぐ学生募集停止の報道は、我々大学関係者にとっ
て、今後ますます激化するであろう大学間競争の到来を予感させるものであり、もはや伝統大学といえど
も例外ではない状況にあります。 
こうした現況を踏まえ、各大学においては、社会の要請に応える人材を育成するため、既存の学部・学

科の改組にとどまらず、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）やＧＸ（グリーントランスフォーメ
ーション）などのデジタル技術を活用した文理融合型の新設学部の設置を進める動きが多くみられてお
ります。 
本学におきましても、工学部を擁する５学部１５学科から成る総合大学としての特性を活かし、令和１

０年度には、八王子国際キャンパスにおいて「情報」と「スポーツ」を融合させた新学部の設置を検討し
ております。また、近年の学生募集を取り巻く環境は一層複雑化しており、入学定員管理から収容定員管
理への制度移行に加え、年内型選抜における併願制度の一般化により、入学者の確保はますます困難さを
増している状況にあります。そのためにも、同系統の学部を設置する他大学の募集状況や、本学の入試結
果等を分析の上、適正な入学定員への見直しを図っていくことも今後の検討課題となります。さらに、財
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政基盤の安定化に向けては、学生・生徒納付金の在り方についての再検討や、「私立大学等改革総合支援
事業」等における外部資金の受給につながるような体制整備・制度改善にも取り組んでいく必要がありま
す。 
令和８（２０２６）年度からの５年間は、これらの課題に的確に対応し、本学の持続的発展を実現する

ための重要な期間となります。中長期計画「拓殖大学教育ルネサンス２０３０」の第Ⅱ期は、当初掲げた
２０３０ 年のあるべき姿に向けた目標達成への後半期に位置づけられており、各部局においては、将来
を見据えた有効な施策に向けた事業計画の策定と着実な実行に向け、取り組まれるようお願いします。 
なお、令和８（２０２６）年度の事業計画策定にあたっては、以下の点を重視してください。 
（１）気候変動による食料不足や諸物価の高騰、エネルギー資源の高止まりなど、混迷する社会情勢や

国内外の不安定な政治経済状況を考慮し、その影響を極力回避するよう計画立案を行う。 
（２）拓殖大学ブランド戦略プロジェクト「拓大みらいダイアローグ」は、答申を取りまとめる最終年

度となり、本学の強みを学内外に浸透させることで認知度の向上を図る。各部局の活動計画は、
この目的に沿って連携し、有機的に機能することを目指す。 

（３）各設置校においては、引き続き、特色ある教育課程の研究および推進に努め、より一層の学校運
営の充実を図るものとする。 

２．学校法人拓殖大学 中長期計画【教育ルネサンス２０３０】との関連性 
本学の中長期計画は、２０２１年～２０２５年の第Ⅰ期（前期）を経て、２０２６年～２０３０年の第

Ⅱ期（後期）へ移行します。各設置校は「教育の質保証」を推進し、拓殖人材の育成と輩出に向けて、２
０３０年のあるべき姿の実現を目指す「教育ルネサンス２０３０」の実効性と有効性を常に検証しなが
ら、計画の展開を引き続き行ってください。 
なお、毎年度の予算編成と事業計画は、中長期計画を基に作成してください。 

2



３．令和８（２０２６）年度 予算編成・事業計画にあたっての留意点 
（１）学校法人拓殖大学 中長期計画「教育ルネサンス２０３０」の進捗状況と達成状況を検証し、設置

校拓殖大学と拓殖大学第一高等学校は、「教育の質保証」を推進し、グローバル人材「拓殖人材」育
成の更なる充実を図るとともに、今まで以上の財政基盤の強化に取り組む。

（２）拓殖大学北海道短期大学は６０年に及ぶ教育活動の集大成として諸事業を展開し、その成果を今後
の地域社会に継承することを念頭に取り組む。 

（３）事業計画策定にあたっては、本法人の現在保有している限られた資産（人的財産・歴史的財産・土
地・建物）を最大限に有効活用して、各設置校の発展を図るために、全ての事業について費用対効
果の検証を行う。 

（４）予算編成にあたっては、文部科学省による在籍学生数の抑制強化による影響等を充分勘案し、学生
募集力の強化、教育の質の向上のための教学組織の改革に取り組みつつ、財政基盤の充実・安定を
図るべく事業計画を策定する。特に大学・短期大学における１８歳人口の減少、高等学校における
１５歳人口の減少を踏まえ物件費及び人件費の抑制に努める。 

（５）公益財団法人大学基準協会の第４期認証評価を踏まえ、ＰＤＣＡサイクルに基づく内部質保証機能
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の推進を重視する。 
（６）「学園共同体」として、各設置校間（拓殖大学・拓殖大学北海道短期大学・拓殖大学第一高等学校）

及び学友会・後援会との相互理解や連携強化により、力の結集を図る。 
（７）事務局各部長は、所属各課（室）の令和６年度の決算結果及び令和７年９月までの事業評価を総括

し、令和８（２０２６）年度事業計画（予算）策定にあたっては、課（室）単位を基本とし、次の
とおりとする。 
①新規事業については、中長期計画に基づく事業を優先し、別途事務局長に申請する。
②継続事業（経常的支出）については、原則として令和６年度の予算執行状況に応じた額を課（室）
ごとに設定する。なお、これまでの事業内容を再度見直し、費用対効果重視の計画策定に努める。

Ⅱ．令和８年度事業概要 
物件費について、継続事業（経常的支出）は、これまでの事業内容を再度見直し、費用対効果を重視し

予算の策定に努めましたが、物価高騰等の影響により、前年度予算を上回る結果となっています。 
学校法人拓殖大学中長期計画【教育ルネサンス２０３０】の「ビジョン」に基づき実施する令和８年度の
主な新規事業等は以下のとおりです。 

◎拓殖大学教育ルネサンス２０３０
１．拓殖大学
（１）教育・研究関連
①教育ルネサンス２０３０プロジェクト（英語力の強化・向上、実践的な職業教育の充実等）
②海外キャリア教育・インターンシッププログラム視察
③海外留学プログラム引率
④特待生奨学金
⑤原英達学習奨励金創設
⑥公務員試験合格者への報償制度導入
⑦生成ＡＩパスポート試験合格者への報奨制度導入
⑧リカレント教育プログラム導入
⑨工学部英語講座業務委託
⑩履修ガイダンス動画制作
⑪防災教育研究センターシンポジウム開催及び紀要発行
◇オレンジプロジェクト
①【ＡｃｔｉＮｅｓｔ】学生生活支援活動
②【Ｔ－ＣＯＬＯＲ】女子学生比率向上
③【Ｌｉｎｋ Ｂｕｎｋｙｏ】文京キャンパス地域連携・防災の推進
④【ＣＯＮＴＩＧＯ】八王子国際キャンパス地域連携・防災の推進
⑤社会人基礎力育成グランプリ実施、全グループ共通経費
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（２）キャンパス環境整備関連
◇文京キャンパス
①Ｂ館 照明器具更新工事
②Ｂ館・Ｅ館 自動制御設備更新工事（第Ⅲ期）
③Ｂ館 学生食堂厨房機器整備更新
④Ｂ館 学生食堂・Ｅ館 カフェ券売機更新
⑤Ｃ館・Ｅ館 空調用ポンプ及びインバーター装置整備工事
⑥Ｃ館 地下１階ＰＣ教室ＰＣ機器更新
⑦Ｅ館 一般教室及びＣ館ＰＣ教室マルチメディア設備更新
⑧非常用照明設備蓄電池及び器具更新工事
⑨入退出管理装置、空調設備用自動制御機器等保全部品交換
⑩文京留学生寮 照明器具更新工事

◇八王子国際キャンパス
①管理研究棟裏 法面補強工事（八王子国際キャンパス整備事業）
②Ｅ館 網戸設置工事（八王子国際キャンパス整備事業）
③幹線道路改修工事（八王子国際キャンパス整備事業）
④恩賜記念館 空調機更新工事（八王子国際キャンパス整備事業）
⑤Ａ館 ＣＡＬＬ教室・Ｄ館一般教室のアクティブラーニング教室改修工事
⑥Ａ館 一般教室プロジェクター及び大型ディスプレイ更新工事
⑦Ａ館 受変電設備用直流電源装置更新工事
⑧Ｅ館 ２０７・２０８教室のアクティブラーニング教室改修工事
⑨工学部棟 ネットワークケーブル更新工事
⑩工学部棟 １階・２階各実験室配線用遮断機及び分電盤用遮断機改修工事
⑪工学部棟 １階精密測定室設備更新
⑫工学部棟 ２階ＰＣ室設備更新
⑬工学部棟 ３階展示室改修工事
⑭工学部棟内 Ｗｉ-Ｆｉアクセスポイント整備
⑮落雷対策低圧受電機器改修工事
⑯消防設備修繕工事
⑰学生交流会館 温水ヒーター更新工事
⑱第一・第二学生食堂・オレンジカフェ 厨房機器修繕及び更新工事
⑲第二体育館 ボクシング道場リングマット等パーツ更新
⑳野球場 人工芝メンテナンス工事一式
㉑第一・第二体育寮 厨房機器更新・第二体育寮厨房内装更新工事
㉒第二体育寮 談話室内装修繕工事及び南棟機械室扉更新工事
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◇ＩＣＴ・ＤＸ
①学務システム更新
②証明書自動発行機Ｗｅｂ決済システムデジタル証明書発行システム導入
③オンライン入学手続きシステム導入
④両キャンパス一般教室教卓用ノートＰＣ更新
⑤学生支援情報管理システムの導入に伴うデータパンチ作業委託
⑥クラウド型奨学金運営管理システムの導入
⑦事務用メールシステムMicrosoft365移行

（３）ブランド戦略関連
①拓殖大学ブランド戦略プロジェクト「ＴＡＫＵＤＡＩみらいダイアローグ」事業
②大学紹介動画制作
③留学生紹介動画制作
④入試説明会用スライド制作

２．北海道短期大学 
①証明書発行に係る卒業生データの電子化
②卒業論文デジタル化
③保育学科不要備品等廃棄

３．第一高等学校 
①クラブハウス棟エアコン設置工事
②熱中症アラートシステム導入
③校舎棟・クラブハウス棟等ＬＥＤ更新
④校舎棟多目的ホール照明ＬＥＤ更新
⑤校務支援サービスサーバ更新
⑥情報管理室ＤＮＳサーバ更新工事
⑦経理システム更新
⑧塾訪問サポートサービス導入
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